
地域の中で、学び･育つ丹那の子（コミュニティスクールの活動を通して） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月から、保護者・地域の皆様のお力を借りて、子供たちは多くの体験を重ねてきました。

地域との「つながり」に感謝し、人との「つながり」を大切にしながら、丹那に愛着と誇り

をもてる子の育成を目指しています。 

Ｒ６年度 学校教育目標 挑戦 つながる笑顔 丹那の子  

経営のＣＯＮＣＥＰＴ「丹那を学び 丹那のよさを知り 丹那とともにある学校」 

 CSオール丹那 

     特別号  

 

函南町立丹那小学校

令和６年９月発行 

       

農業体験⇒自然愛護・食育・生命尊重 

文化体験⇒キャリア・郷土愛・自尊感情 

防災･安全体験⇒生命尊重・地域への関心 

田植え（５年生） 豆まき（５年生）・芋のつるさし（１年生・幼稚園） 

クラブ（4～6年生） 読み聞かせ（全校） ブラックシアター（全校） 

不審者対応訓練 水上安全講習 交通安全を語る会 



 ８月３日（土）「かんなみ猫おどり」が伊豆ゲートウェ

イ函南にて開催されました。本校からも、有志児童が参加

し、「丹那小学校」として、猫おどり（シロにゃん音頭・

青月草子）を披露しました。 

 参加した子供たちは、昼休みに先生を招いて練習し 

踊りを覚え、当日は暑さに負けず元気に猫おどりを披露し

ました。 

（写真は、静岡新聞より） 

 

第２回 CS丹那会議（令和 6年 9月 4日：丹那小ランチルーム） 

１ 学校評価アンケートより 

 〇丹那小の特色であった、自給自足デイがなくなったが、今までと形を変えてもよいので、

育てた物を食べるなどの体験の場を確保してほしい。 

〇読書については、家庭の雰囲気が大切になる。親が読書をする家庭は子供も読書をする

というデータもある。家庭で、保護者も一緒に読書をする呼びかけも、手立てのひとつ

ではないか。 

 

２ これからの教育活動等について 

 〇運動会を地域の人たちに参加してもらう機会にしたい。全戸配布のポスターを作ってみ

たらどうか。 

 〇多くの人に来てもらうためには、組織を動かすことが大切。区長会で区長さんに呼びか

けることも必要だろう。 

 〇小規模校の課題を地域が補うことを目的として丹那小と桑村小のＣＳはスタートしてい

る。学校を核とした地域づくりを進めたい。 

 〇うまくいくかどうかの結果を予想するよりもやれることから、やってみるという姿勢を

大事にしたい。 

 

 

 オール丹那運動会にお越しください！ 

日時：令和６年 10月 26日（土）  

予備日：27日（日） 

   ９：００～１４：００（予定） 

場所：丹那小学校 運動場 

CSオール丹那運動会開催ポスターの裏面について

いる「抽選会引換券」を受付に出していただくと、

お楽しみ抽選（景品あり）にご参加いただけます。

丹那小児童がいるご家庭は抽選会引換券の提出は必

要ありません。エントリー済です。 


